
 

 

 

 
 

北陸新幹線（金沢・敦賀間）の開業に伴う 

特別急行料金の上限設定認可申請事案について審議を開始します 

 
標記事案について、令和５年９月２５日付けで国土交通大臣から運輸審議会に対し諮問が

ありました。今後、必要な審議を経て答申を行う予定です。 

 

○公聴会の開催申請について 

運輸審議会一般規則第５条各号のいずれかに該当する者は、運輸審議会に公聴会開催を申請できま

す。公聴会開催を申請する場合は、運輸審議会一般規則第１７条各号に掲げる事項を記載した文書

（電子媒体の場合はＰＤＦ形式）を、記載内容確認のための連絡先を添えて、令和５年１０月１０

日（火）１７時００分までに国土交通省運輸審議会（郵便番号１００－００１３ 東京都千代田区

霞が関３－１－１ 中央合同庁舎４号館３階）に持参、郵送又はｅメール（送付先 hqt-since1949-

unyushingikai@gxb.mlit.go.jp ）のいずれかの方法にて提出してください（郵送の場合は必着）。 

 

○運輸審議会について 

運輸審議会は国家行政組織法第８条に基づく審議会で、個別法の規定に基づき、国土交通大臣

の行う許認可等の個々の行政処分等の適否について諮問を受け、これに対して、公平な立場から

各方面の意見を汲み上げ、公平かつ合理的な決定を行う常設の機関です。 

公聴会を除く審議は非公開で行いますが、配付資料及び議事概要については答申後、運輸審議

会のホームページにて公表予定です。 

 
 

 

  

 運輸審議会は標記事案について、今後答申に向けて審議を行います。 

[運輸審議会における審議に関する問合せ先] 

総合政策局運輸審議会審理室 宮田 

直通：03-5253-8810 

[特別急行料金の上限設定の認可申請に関する問合せ先] 

鉄道局鉄道事業課旅客輸送業務監理室 中島、石垣 

（代表）03-5253-8111（内線 40652,40634） 

（直通）03-5253-8543 

同時発表：総合政策局運輸審議会審理室  

関東運輸局プレスリリース                令和５年９月２６日 



 

 

申請者 西日本旅客鉄道株式会社 

東日本旅客鉄道株式会社 

事案の種類 鉄道の特別急行料金の上限設定の認可 

事案の内容 

（概要） 

既開業区間を含む北陸新幹線各駅相互間で定める額を上限とする。 

（例） 金沢～敦賀 2,640 円 

    東京～福井 6,700 円 

    東京～敦賀 6,700 円 

    ※いずれも自由席特別急行料金 

 

  



 

○国土交通省告示第９７４号 

 

 運輸審議会一般規則（昭和２７年運輸省令第８号）第１５条第１項の規定により、次のとおり運輸審

議会件名表に登載された。 

 

令和５年９月２６日 

 

                                                      国土交通大臣 斉藤 鉄夫   

 

事 案 番 号  令５第 3001 号 

事案の種類 鉄道の特別急行料金の上限設定の認可 

申請事業者 西日本旅客鉄道株式会社 

事案の内容 北陸新幹線（金沢・敦賀間）の特別急行料金の上限については、別表１及び別表

２に掲げる額とする。 

 

事 案 番 号 令５第 3002 号 

事案の種類 鉄道の特別急行料金の上限設定の認可 

申請事業者 東日本旅客鉄道株式会社 

事案の内容 北陸新幹線（金沢・敦賀間）の特別急行料金の上限については、別表１に掲げる

額とする。 

 

 



 
別表１ 

                                                       （単位：円） 

駅 名 東 京 上 野 大 宮 熊 谷 
本 庄 

早稲田 
高 崎 

安 中 

榛 名 
軽井沢 佐久平 上 田 長 野 飯 山 

小 松 6,370 6,160 6,160 6,160 5,620 5,620 5,620 5,620 5,620 4,860 4,520 4,200 

加賀温泉 6,370 6,160 6,160 6,160 6,160 5,620 5,620 5,620 5,620 5,620 4,520 4,200 

芦原温泉 6,700 6,490 6,160 6,160 6,160 6,160 5,620 5,620 5,620 5,620 4,520 4,200 

福 井 6,700 6,490 6,160 6,160 6,160 6,160 6,160 5,620 5,620 5,620 5,290 4,200 

越前たけふ 6,700 6,490 6,490 6,160 6,160 6,160 6,160 5,620 5,620 5,620 5,290 4,200 

敦 賀 6,700 6,490 6,490 6,490 6,160 6,160 6,160 6,160 6,160 5,620 5,290 4,970 

 

別表２ 

                                                       （単位：円） 

駅 名 
上 越 

妙 高 
糸魚川 

黒部宇奈月 

温 泉 
富 山 新高岡 金 沢 小 松 

加 賀 

温 泉 

芦 原 

温 泉 
福 井 

越 前 

たけふ 
敦 賀 

小 松 2,640 2,640 2,640 1,870 1,870 1,870 - - - - - - 

加賀温泉 3,530 2,640 2,640 2,640 1,870 1,870 1,870 - - - - - 

芦原温泉 3,530 2,640 2,640 2,640 1,870 1,870 1,870 1,870 - - - - 

福 井 3,530 3,530 2,640 2,640 2,640 1,870 1,870 1,870 1,870 - - - 

越前たけふ 3,530 3,530 2,640 2,640 2,640 1,870 1,870 1,870 1,870 1,870 - - 

敦 賀 3,530 3,530 3,530 2,640 2,640 2,640 1,870 1,870 1,870 1,870 1,870 - 



 

参 考  

○運輸審議会一般規則（昭和２７年運輸省令第８号）（抄） 

 

（利害関係人） 

第５条 国土交通省設置法（平成１１年法律第１００号。以下「法」という。）第２３条の規定による

利害関係人とは、当該事案に関し、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 

一 許可、認可、特許、認定若しくは承認の申請者、同意を要する協議をした者又は審査請求をした

者（以下「事案の申請者」という。） 

二 事案において、行政手続法（平成５年法律第８８号）第２条第４号に規定する不利益処分（以下

「不利益処分」という。）の名あて人となるべき者 

三 事案の申請者と競争の関係にある者 

四 料率の変更を請求した者 

四の二 臨港地区の区域の案の変更を請求した者 

五 港湾管理者の設立に関する調停を受ける者 

六 前各号に掲げる者のほか、利用者その他の者のうち運輸審議会が当該事案に関し特に重大な利害

関係を有すると認める者 

 

（件名表） 

第１５条 運輸審議会は、国土交通大臣から諮問されたとき、及び法第１５条第４項の規定による勧告

をするため調査を開始しようとするときは、その事案の件名（事案の種類、事案の申請者又は不利益

処分の名あて人となるべき者及び事案の内容をいう。以下同じ。）に番号を付し、これを運輸審議会

件名表（以下「件名表」という。）に登載しなければならない。 

２・３ （略） 

 

（公聴会開催の申請） 

第１７条 第５条に規定する者（以下「利害関係人」という。）は、件名表に登載された事案について

公聴会を開くことを申請しようとするときは、（中略）告示の日（件名表が改定されたことにより新

たに利害関係人となつた者については、その告示の日）から１４日以内に、次に掲げる事項を記載し

た文書を運輸審議会に提出しなければならない。 

一 氏名又は名称及び住所 

二 事案の件名及びその番号 

三 理由及び利害関係を説明する事項 

 

 








